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研究成果の概要（和文）：南東欧の新しい地域主義については、これまでＥＵおよびＮＡＴＯの東方拡大によって促さ
れた地域主義と国家の加盟競争などにあらわれる権力政治的側面が強く認識されている。こうした南東欧での研究と比
べ東アジアの地域主義はＡＳＥＡＮ諸国が牽引力を発揮し、地域の大国である日本、中国、韓国が連携するかたちをと
っている。そこでは「ＡＳＥＡＮの流儀」という、あらたな国際秩序観と国際政治の手法が有用であり、境界線は分断
や対立ではなく、歴史的なアジア的国際秩序観にもとづく友好の架け橋といった意味が定着していることが鮮明となっ
ている点が確認された。以上が本研究における成果である。

研究成果の概要（英文）：In the region of Southeast Europe,so-called a new regionalism has emerged after 
the end of the Cold war.　This new regionalism in this region is intimately related to the two eastern 
enlargememts of the EU and NATO in the post-Cold war era. In this process of making new regionalim is 
obstinate the rivalry between the regional development and national interest of each country. In contrast 
to the Southeast Europe, the new regionalism of the East Asia, the ASEAN counries are playing a driving 
rple of the development of this region. In addition to this, the so-called "ASEAN-Way" makes an active 
contribution to the new point of view of international politics and internnational cooperation in the 
contemporay globalized world. These are the main research achievements. 　

研究分野：国際関係論
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１． 研究開始当初の背景  

本研究の開始時の背景としては次の二点を

挙げることできる。 

（１）グローバル化時代、冷戦後における 

地域主義研究の継承と発展の視点。 

 冷戦の終結とグローバル化の進展のなか

で、地域主義に関しては、現実の地域協力枠

組みの発展がみられ、また学問領域では、新

たな「地域主義研究」、「境界線研究」とい

う研究領域が開拓されてきた。21世紀になる

と欧米では、政治地理学、国際関係論、地域

理論研究といった学問分野で、地域主義、境

界線の認識変容と国際政治全体の動態的変

動を関連づける研究が発展した。フィンラン

ドのリカネン（ I. Likanen）、タミネン

（T.Tamminen）の境界線研究やその他ドイ

ツや米国でも境界線研究が従来の地政学研

究の枠をこえて展開されてきた。これらの研

究はグローバル化とナショナリズムの間に

位置する地域主義を、その質的変化や量的規

模の拡大、さらにこれにともなうアイデンテ

ィティ変容を課題としていた。研究代表者は

南東欧地域における旧ユーゴスラヴィア紛

争後の地域主義の可能性や境界線の意味な

に関心を有し、加えて政治的、経済的にグロ

ーバル時代の主要な地域となりつつ東アジ

アに研究視座を加えて、両地域の比較研究の

大切さを認識していた。 

（２）ヨーロッパとアジアにおける地域主義

研究の比較的視座の確保。 

研究代表者は、これまで南東欧地域研究を

中心にＥＵへの加盟問題における地域主義

の発展、および旧ユーゴ紛争に関わるボーダ

ー研究、地域アイデンティティの変容といっ

た問題に取り組んできた。また、アジアの地

域主義研究については、中国の大学（成均館

大学、復旦大学、華東政法大学、中国政法大

学）との共同研究に参加するなかで問題関心

を深めた。つまり、ヨーロッパでは、90年代

以降になると旧東欧地域への「ＥＵの東方拡

大」「ＮＡＴＯの東方拡大」という二つの東

方拡大がみられ、グローバル化における市場

拡大、安全保障の規模の拡大といった動きが

進展した。しかし、こうした「東方拡大」は、

ユーゴ紛争を経験し、また歴史的にも経済的

後進性と政治的な一体性に欠けていた南東

欧地域では、内発的な地域アイデンティティ

を構築ことは容易なことではなかった。 

他方、アジアに目を遣ると、ここでは冷戦

の終結によって東南アジアにはＡＳＥＡＮ

の拡大にみられるような地域協力の活性化、

経済規模の拡大など地域アイデンティティ

の新たな進展がみられている。しかし、東ア

ジアでは、冷戦期の分断状況と対立が継続し、

新たな時代を切り開く協力関係は見出し得

ないでいる。日本においても、「東アジア共

同体」の可能性や冷戦後の東アジア協力につ

いての研究の活性化が見られることは周知

のことであるが、境界線研究と結びついた研

究や、その地域比較的研究の観点からの研究

の発展が一層望まれるとの意識のもとに本

研究を開始したころである。 

２．研究の目的 

冷戦後の国際政治研究において最も注視

すべきことは、グローバル化とナショナリズ

ムという地球大での動きと国家および国家

内のエスニック集団のアイデンティティ強

化の動きに挟撃されてきたなかで、両者を橋

渡しする形で表れた新たな地域主義（the 

new regionalism）の活発化である。本研究

では、従来の地政学的観点から発展してきた

機能主義的、構成主義的観点での地域主義認

識に着目するとともに、それと密接に関連し

て登場してきた「境界線」研究の双方から、

現代の国際政治における構造変化、アイデン

ティティ構築の変容といった問題を取り扱

うが、その際ヨーロッパにおける南東欧地域

とアジアにおける東アジア地域を比較する

など、比較動態的観点に研究視座をすえるこ

とを目的とした。 



南東欧と東アジアの地域主義と境界線問

題の比較研究を目指す本研究は、それぞれの

地域の内的な論理と実践、外からの大国や国

際機関からの関与や介入の双方向から研究

を行うことがなによりも不可欠である。また、

そうした理論づけと実践の狙いや、その評価

をあわせて行っていかなければならない。グ

ローバル化の内実とその変容、新しい地域主

義の実態、国際協力、国際的関与のありかた

にまで目を配り、学問的にはあらたな評価の

基準とそのための概念提示を主要な研究目

的とした次第である。 

３．研究の方法 

研究代表者は、南東欧のセルビア、クロア

チア、ボスニア、ブルガリアでそれぞれ半年

から２年間にわたる研究活動をおこなった。

またアジアにおいてはこの 10 年ほどの間に

日中韓の研究者交流事業、インドシナ三国や

インドネシアなどの研究者との交流があり、

こうしたネットワークを活用しつつ実態調

査と理論研究を主軸にした。具体的は、セル

ビアの政治研究所のジョルジェヴィッチ教

授との共同研究はきわめて有益であった。研

究代表者は同氏を 2013年 12月から 2014年

2 月まで名古屋大学国際法政教育研究協力セ

ンターの招聘研究員として招請し、この間、

南東欧の地域主義、紛争解決にともなう境界

線の変容などについて多くの議論をし、研究

報告会を通じてその後の研究内容を深めた。 

東アジアに関しては、中国社会科学院から

博士課程に入学した王氏との共同研究を遂

行することができた。また、旧知の中国政法

大学准教授劉星氏との交流をふかめてさま

ざまな視点からの研究をおこなった。東南ア

ジアについてはとくに「ＡＳＥＡＮの流儀」

の概念の研究を中心に研究をすすめた。研究

期間内には、ラオス、カンボジア、インドネ

シア、ミャンマー、ベトナムの各研究機関を

訪問する機会があり、研究者や学生への講義

などもおこない、現地での学術交流は、新た

なアジアの地域主義の胎動や、境界線のアジ

ア的意味、ヨーロッパ的な地域と境界線の意

味の相違などを実感し、研究を纏めるに妻子

きわめて有益であったと考えている。  

４．研究成果 

（１） 南東欧の新しい地域主義と境界線の 

意味変容の研究の進展。 

 南東欧の新しい地域主義については、これ

までＥＵおよびＮＡＴＯの東方拡大によっ

て促された地域主義との視角から研究をす

すめてきたが、本研究をつうじて、境界線の

もつ地域内への意味、および地域アイデンテ

ィティ形成に果たす機能などについて一層

研究を深めることができた。また、これまで

築いてきた研究のネットワークをさらに拡

大して、クロアチアの国際問題研究所、セル

ビアの国際政治経済研究所、政治学研究所、

と密接な共同研究を行うことができたこと

は重要な成果である。 

（２）東アジアの新しい地域主義と境界線の

研究の開拓。 

 南東欧での研究と比べて、研究代表者の東

アジア研究は、歴史が浅いが、21世紀におけ

るアジア共同体構築の可能性とそこにおけ

る日本外交の役割にまで目を配った研究が

できた点は貴重であった。特に南東欧の地域

主義の新たな動きと東アジアのそれとの関

連性と比較的視座の獲得を企図していた当

初の研究目的を、一定程度獲得できた成果は

大きなものといえよう。 

この研究は、名古屋大学法学研究科のアジ

ア法整備関連事業に積極的に関与すること

にもなり、多くのワークショップに参加し、

本研究課題の考察を深めることができた。名

古屋大学法学研究科の法整備プロジェクト

への参加の過程では、ＡＳＥＡＮと東アジア

の比較、地域主義と境界線研究における南東

欧の課題と東アジアの課題の比較という点

でおおくの刺激をうけてきた。 

（３）欧米における境界線研究の新たな展開



についての理論的研究の成果。 

 研究代表者の専攻分野は国際関係史であ

るが、歴史認識との関連で近年の国際関係理

論の新たな動向にも強い関心をいだいてき

た。とりわけ日本で 80 年代後半以降おおき

な流れとして注目される構成主義的アプロ

ーチからする地域アイデンティティの理解、

境界線研究に注目してきた。「構成されたも

の」「発明されたもの」としての地域アイデ

ンティティ、境界線の理解を批判的に検討す

ることができたことは大きな成果であった。

このアプローチと歴史研究の接点や交錯に

ついて認識を新たにし、深めることができた

ことが本研究において最も強調しておきた

い成果である。 

（４）東アジア地域主義の新たな可能性と日

本外交研究の展望。 

 東アジアの地域協力は、東南アジアと比し

て阻害要因が多いといわれてきたが、今日躍

進を遂げる地域統合の典型としてのＡＳＥ

ＡＮの研究に踏み込むことで、東アジアの諸

問題の特徴とその解決方法、そこにおける日

本のアジア外交の指針が展望できたように

思う。そこで重要なのは、地域における歴史

的、文化的要因からの考察である。いわゆる

合意と自発性にもとづくＡＳＥＡＮ方式を

東アジア全体の理念とするための方策がも

とめられているのである。それは、日本が冷

戦期からひきつづく日米関係の最優先、ＡＰ

ＥＣ路線からいかにして自律し、主体的な外

交を習得していくか、重要な視点を提供する

ことにもなるとも思われる。本研究を通じ、

今日の日本外交の課題と使命を認識できた

点も有益な成果であったことを付言してお

こう。 
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